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生育生育生育生育････品質調査品質調査品質調査品質調査にはにはにはには時間時間時間時間やややや労力労力労力労力がががが生育生育生育生育････品質調査品質調査品質調査品質調査にはにはにはには時間時間時間時間やややや労力労力労力労力がががが
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リモートセンシングリモートセンシングリモートセンシングリモートセンシング技術技術技術技術によるによるによるによる非破壊推定法非破壊推定法非破壊推定法非破壊推定法のののの考案考案考案考案リモートセンシングリモートセンシングリモートセンシングリモートセンシング技術技術技術技術によるによるによるによる非破壊推定法非破壊推定法非破壊推定法非破壊推定法のののの考案考案考案考案

目的目的目的目的目的目的目的目的

NDVINDVINDVINDVINDVINDVINDVINDVIをををを基本基本基本基本にしたにしたにしたにした推定手法推定手法推定手法推定手法がががが多多多多いいいいをををを基本基本基本基本にしたにしたにしたにした推定手法推定手法推定手法推定手法がががが多多多多いいいい

水稲葉水稲葉水稲葉水稲葉のスペクトルののスペクトルののスペクトルののスペクトルの基礎的基礎的基礎的基礎的なななな変化変化変化変化をををを抽出抽出抽出抽出するするするする水稲葉水稲葉水稲葉水稲葉のスペクトルののスペクトルののスペクトルののスペクトルの基礎的基礎的基礎的基礎的なななな変化変化変化変化をををを抽出抽出抽出抽出するするするする
・・・・葉内分子葉内分子葉内分子葉内分子のののの結合情報結合情報結合情報結合情報・・・・葉内分子葉内分子葉内分子葉内分子のののの結合情報結合情報結合情報結合情報→→→→→→→→シフトシフトシフトシフトシフトシフトシフトシフト
・・・・葉内分子葉内分子葉内分子葉内分子のののの濃度情報濃度情報濃度情報濃度情報・・・・葉内分子葉内分子葉内分子葉内分子のののの濃度情報濃度情報濃度情報濃度情報→→→→→→→→強度強度強度強度強度強度強度強度

・・・・葉内分子葉内分子葉内分子葉内分子のののの濃度不均一性濃度不均一性濃度不均一性濃度不均一性・・・・葉内分子葉内分子葉内分子葉内分子のののの濃度不均一性濃度不均一性濃度不均一性濃度不均一性→→→→→→→→バンドバンドバンドバンド幅幅幅幅バンドバンドバンドバンド幅幅幅幅

化学的意味化学的意味化学的意味化学的意味づけがづけがづけがづけが必要必要必要必要化学的意味化学的意味化学的意味化学的意味づけがづけがづけがづけが必要必要必要必要 吸収吸収吸収吸収をををを調調調調べるべるべるべる方方方方がががが直接的直接的直接的直接的吸収吸収吸収吸収をををを調調調調べるべるべるべる方方方方がががが直接的直接的直接的直接的

現地調査現地調査現地調査現地調査1111

＜期間＞2006年-2007年
＜実験場所＞
鹿児島県さつま町の10圃場
・過去の等級、圃場位置等を基準
にJAさつまによって選定

・生育ステージは、Kuenzer and 
Knauer (2012)に従って各圃場で決
定した。 測定圃場位置(さつま町全域)
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現地調査現地調査現地調査現地調査2222

スペクトルのスペクトルのスペクトルのスペクトルの取得取得取得取得スペクトルのスペクトルのスペクトルのスペクトルの取得取得取得取得

測定測定測定測定エリアエリアエリアエリア：：：：測定測定測定測定エリアエリアエリアエリア：：：：
0.0.0.0.0.0.0.0.3m3m3m3m3m3m3m3m××××××××0.3m0.3m0.3m0.3m0.3m0.3m0.3m0.3m

TypeTypeTypeTypeTypeTypeTypeType：：：：ポリクロメータポリクロメータポリクロメータポリクロメータ：：：：ポリクロメータポリクロメータポリクロメータポリクロメータ
KEKEKEKEKEKEKEKE--------11111111((((((((エルムエルムエルムエルム社製社製社製社製エルムエルムエルムエルム社製社製社製社製))))))))
・・・・検出器検出器検出器検出器：：：：シリコンシリコンシリコンシリコン・・・・検出器検出器検出器検出器：：：：シリコンシリコンシリコンシリコン(256(256(256(256(256(256(256(256素子素子素子素子素子素子素子素子))))))))
・・・・測定波長領域測定波長領域測定波長領域測定波長領域：：：：・・・・測定波長領域測定波長領域測定波長領域測定波長領域：：：：
400400400400400400400400～～～～～～～～1,100nm1,100nm1,100nm1,100nm1,100nm1,100nm1,100nm1,100nm

・・・・波長間隔波長間隔波長間隔波長間隔：：：：・・・・波長間隔波長間隔波長間隔波長間隔：：：：3nm3nm3nm3nm3nm3nm3nm3nm
・・・・視野角視野角視野角視野角：：：：・・・・視野角視野角視野角視野角：：：：33333333°°°°°°°°

測定時期測定時期測定時期測定時期測定時期測定時期測定時期測定時期
66666666月上旬月上旬月上旬月上旬～～～～月上旬月上旬月上旬月上旬～～～～1010101010101010月上旬月上旬月上旬月上旬月上旬月上旬月上旬月上旬

70-100cm

20-30℃

①スペクトルデータの前処理
吸光度(ABS)、
反射係数(相対反射率)変換
反射係数(R)：反射強度/白
色板の反射強度×100
吸光度(ABS)：log(1/反射
係数)スムージング：9ポイ
ント(27nm)

②特性波長の抽出
・二次微分

図1 水稲葉の分光反射スペクトル

解析手順解析手順解析手順解析手順
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図２ 各圃場のDOY:273の水稲葉の生スペクトルと

二次微分スペクトル

水分吸収
クロロフィル吸収

図３ ある圃場のスペクトルの経時変化
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図4 680nm付近のピークバンドシフトの経時変化

図5 680nm付近のピークバンドシフトと強度変化の比較
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結結結結 論論論論

・スペクトルの二次微分値からクロロフィルの吸収帯である

480、680nm付近が特徴波長として抽出された。水分吸収帯

は大変小さく測定には困難であった。

・680nmのピーク強度は、分けつ最盛期、出穂期にボトムが

あり、最高分けつ期に減少に転じた。

→強度による生育ステージの推定が可能

・680nm付近のピークは、分けつ最盛期付近に長波長側へ、

出穂後短波長側へシフトした。

→クロロフィル会合によるシフトの可能性

・680nmのピーク強度とシフトを比較すると類似した変化で

あることが確認された。

→シフトを用いた場合がよりステージを明確化可能


